
Ⅰ．口頭試験対策（体験論文コース）

１．申し込みメール

２．振込先の案内

３．振込

４．振込確認後資料送付

５．体験論文の添削

６．体験論文の完成

７．体験論文提出

注意事項 ①筆記試験の合格・不合格を必ず連絡して下さい。
②添削したところを修正するかどうか、添削していないところもこ
れで良いかなど必ず自分で考えて下さい。自分で考えることで面接
時の質問事項等が自然に分かってきます。
③この添削は口頭試験合格を保証するものではありません。真剣に
取り組まない方、お金を出したのだから論文を考えろという方、提
出が極端に遅い方など期日までに論文が仕上がらない場合もありま
す。

振込前に他の講座等と比較検討をして下さい。そして「必ず合格論
文にする」という決心ができてから振り込みして下さい。振り込み
後は料金をお返ししません。真剣に論文に取り組む気持ちのある方
だけ申し込んで下さい。

体験論文コースを受講したいというメールをホームページの「お問
い合わせ」から送付して下さい。なお、お問い合わせの全ての欄に
記入して下さい。

申し込み内容を確認後、振込金額と振込先の案内を差し上げます。

振込確認後ＤＶＤと体験論文例の資料を送付します。このＤＶＤに
は論文作成時の注意事項だけでなく面接時の注意事項も入っていま
す。

①日本技術士会で体験論文の提出の仕方等を必ずご確認下さい。
（体験論文提出要領：
http://www.engineer.or.jp/examination_center/ex_report/ex_re
port.html）
②上記ＨＰから提出様式をダウンロードして下さい。
③ダウンロードした様式で体験論文を作成し、メールに添付して送
付して下さい。
④送付して頂いた体験論文を添削後返送します。ただし、そのまま
の様式では添削しにくい場合もありますので別様式にコピーして添
削する場合もあります。
⑤体験論文の添削回数は無制限ですが、添削時に点数を付けます。
その点数が５０点満点中３５点を超えたら終了（合格）とします。
⑥添削時間は、提出日（１日目）＋添削（２日目～４日目）＋返信
日（５日目）を基本とします。
⑦添削終了（合格）した論文は、体験論文提出要領にしたがって各
自提出して下さい。



Ⅱ．口頭試験対策（面接コース）

１．申し込みメール

２．振込先の案内

３．振込

４．振込確認後資料送付

５．面接質問の考察

６．模擬面接・フォロー

注意事項

Aコース
①skypeによる１対１の模擬面接です。
②面接期間は１１月２０日～１２月２０日。各自の実面接日、都合
等に合わせます。
③模擬面接時間は１時間～１時間半程度を基本とします。
Bコース
①大阪・難波の生涯学習センター（JR難波駅４F）で１２月中旬頃
の土曜、日曜または休日に実施します。
②３名程度を１組として、対面式の模擬面接を実施します。
③模擬面接時間は１組２時間程度です。
フォロー
A・Bコースとも面接日ギリギリまで質問等を受け付けます。不安な
点、疑問点についてお応えします。

①最終の合格・不合格を必ず連絡して下さい。
②面接コースは口頭試験合格を保証するものではありません。真剣
に取り組まない方、お金を出したのだから質問を考えろという方は
申し込まないで下さい。

各自自分の面接時の質問を考えて下さい。
提出して頂いた体験論文を基に、質問を考えたり疑問点をメールで
やりとりします。

面接コースを受講したいというメールをホームページの「お問い合
わせ」から送付して下さい。なお、お問い合わせの全ての欄に記入
して下さい。面接コースにはＡとＢの２つのコースがあります。Ａ
コースは地方の方でも模擬面接を経験できるようにskypeの音声で
模擬面接を行います。したがってskypeに対応できるインターネッ
ト環境が必要です。（skypeについて分からないところがありまし
たらご質問下さい）Bコースは大阪・難波で対面式の模擬面接を行
います。

申し込み内容を確認後、振込金額と振込先の案内を差し上げます。

振込前に他の講座等と比較検討をして下さい。そして「必ず真剣に
取り組む」という決心ができてから振り込みして下さい。振り込み
後は料金をお返ししません。
なお、できるだけ早く提出した体験論文をメールに添付して送付し
て下さい。

振込確認後下記資料を送付します。
①DVD（体験論文コースと同じDVDですので、体験論文コースの方に
は送付しません）
②過去の面接体験集
③基本的面接質問集


